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今後も、引き続き、「まとまりのあるみどりによる区分」「河川流域・集水域による区分」「生物の

生息分布状況による区分」から区分けした７つのゾーンごとにみどりを捉え、様々な取組を行って

いきます。

なお、計画の後半においても、各ゾーンは、現行計画と同区域とします。

※詳細については、資料編 P.83～84 （４）「ゾーン区分について」参照。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《現行計画書 P.127 第Ⅵ章「７つのゾーン区分」参照》 

 

 

 

 

 

 

 
第  章 Ⅳ ゾーン別計画

【河川流域・集水域による区分】

本市には、23 水系、37 河川、約 50 ㎞の河川が 

あります。これらの主な河川の流域を含め 25 の 

集水域に区分できます。（詳細図は、資料編 P.83 参照。） 

流域・集水域区分図 

変 更 な し 

《現行計画書 P.127 第Ⅵ章：現行計画書から変更なし（参考記載）》 
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１ ゾーン別将来像 

今回、各ゾーンの将来像については、中間見直し時点で変更等が必要な情報の更新を行いました。

なお、自然環境の情報については、現行計画に変更はありません。

（１）追浜・田浦・逸見ゾーン 

① 丘陵部の骨格となるみどりの保全・活用  

鷹取山、田浦梅の里、県立塚山公園を中心とした丘陵部の骨格となるみどりや、塚山風致地区や

自然環境保全地域は、関係法令・基準の適切な運用により保全します。また、都市公園などのみどりの

拠点は、必要に応じて市民がみどりに親しめる場として活用手法を検討します。

主な施策 
《10》風致地区制度の運用による良好な風致の維持と保全の推進、 

《19》市街化区域内樹林地保全支援制度の運用 など 

② 地域の貴重な自然環境の保全・活用に向けた検討  

市内の水辺地が減少している中、ホタルなどの水生生物が豊富に見られる田浦町４・５丁目、

西逸見町周辺、自然植生の残されている夏島貝塚、神奈川県生物多様性ホットスポットに選ばれて

いる鷹取山などがあります。これら地域の貴重な自然環境の保全・活用に向けて、必要に応じて

検討します。

主な施策 

《2》生物多様性の確保に向けた新たな取組、 

《14》「公共施設における自然植生の保全に向けた考え方」の適切な運用、 

《17》外来生物対策の推進 など 

③ みどりの拠点の充実及び適切な維持管理の推進  

貝山杏まつり、田浦梅林まつり、船越南郷公園桜まつり、三浦按針祭観桜会など、都市公園等では

市内外から多くの人が訪れるイベントが開催されています。また、スポーツを楽しめる追浜公園や、

ハイキングの楽しめる鷹取山公園などがあり、これらみどりの拠点の充実及び適切な維持管理を

行います。さらに、交流拠点としても活用します。

主な施策 《38》継承の森における活動の推進 など 

④ 市民によるみどりの保全・活用に向けた取組の推進  

地域ボランティアにより、みどりの保全・再生などが行われています。このような市民活動が

継続・発展されるよう、取組を推進します。

主な施策 《44》産・学・官等の連携及び役割分担によるみどりの保全・創出等の推進 など 

⑤ 安全を優先した斜面緑地の保全に向けたあり方の検討  

ゾーン全域に分布している斜面緑地は、地域を特徴付ける自然的景観を生み出しており、保全が

望まれています。一方、その多くが急傾斜地崩壊危険区域に指定されているため、安全を優先した

保全のあり方の検討が必要です。また、谷戸地域の低密度化に備え、長期的な視点から谷戸地域の

みどりの再生のあり方について検討します。

主な施策 《1》気候変動等に適応する樹林地の保全 など 

⑥ みどりの保全に向けた県や隣接する市町との連携   

丘陵部のみどりは隣接する横浜市、逗子市、葉山町から連なって広がっています。これらを含む

本市のみどりを保全するため、県及び隣接市町との連携を図ります。

主な施策 《43》県及び近隣自治体との広域的な連携の推進 など 

樹林地などのみどり

交流・ネットワーク

 自然環境

 活動

 防災

 連携

一 部 更 新 

←更新 

《現行計画書 P.128～155 第Ⅵ章１～７：時点更新》 

 

←更新 《中間見直し（本書）P.39 推進施策(中間見直し後)の推進施策の見直しに 
合わせ、「主な施策」の施策名・施策番号を更新》 

 

《花いっぱい運動の事業規模縮小に伴う記述の削除》 
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現行計画書からの主な時点更新箇所                                               

番号 更新内容 更新理由 

① 説明文更新：横浜DeNAベイスターズの総合練習場の整備について説明文を追記 公園設備の新規整備 

② 説明文更新：貝山地下壕の一般公開について説明文を追記 公園設備の整備 

③ 新規：夏島グラウンドを追加 新たな公園の整備 
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（２）東京湾沿岸ゾーン

① まとまりあるみどりとまちなかのみどりの保全・創出  

浦賀半島風致地区は、関係法令・基準の適切な運用により保全します。また、既存の街路樹の

適切な維持や、みどりの少ない場所への緑化など、まちなかのみどりの保全・創出に努めます。

主な施策 
《10》風致地区制度の運用による良好な風致の維持と保全の推進、 

《31》【道路】道路のみどりの維持と緑化の推進 など 

② 地域の貴重な自然環境の保全・活用  

自然植生の残された諏訪公園と猿島公園や、馬堀自然教育園周辺など、地域の貴重な自然環境は、

保全・活用に向けて、必要に応じて検討します。

主な施策 《2》生物多様性の確保に向けた取組、《17》外来生物対策の推進 など 

③ 歴史的・文化的資産と一体となったみどりの保全・再生  

かつて軍の要塞として利用され、一般の立ち入りが制限されていた猿島公園には、レンガ造りの

トンネルや要塞跡など多くの歴史的資産が残されています。これらの歴史的・文化的資産と一体

となったみどりは、市内外の人々に楽しんでもらえるよう保全・活用します。

主な施策 《12》保存樹木指定の検討、《15》指定文化財（天然記念物）の保全の継続 など 

④ みどりの拠点とネットワークの維持・活用  

三笠公園、うみかぜ公園、海辺つり公園など東京湾沿いの水と親しめるみどりの拠点や、自然・

人文博物館や馬堀自然教育園など研究・学習のできるみどりの拠点の充実及び適切な維持管理を

行い、交流拠点としても活用します。また、みどりの拠点をつなぐ 10,000 メートルプロムナードが

整備されており、さらなるみどりのネットワークの向上を図ります。

主な施策 
《6》「湘南国際村めぐりの森」及び「重点的に緑地の保全に配慮を加えるべき地区」に関する 

緑地の保全・再生等、《24》横須賀エコツアーの推進 など 

⑤ 市民によるみどりの保全・活用に向けた取組の推進  

市民ボランティアにより、市役所前公園の花壇づくりが行われており、人々の目を楽しませて

います。このような市民活動が継続・発展されるよう、取組を推進します。

主な施策 《45》市民による花いっぱい運動の実施 など 

⑥ 安全を優先した斜面緑地の保全に向けたあり方の検討  

斜面緑地は、自然的景観を生み出しており保全が望まれています。しかし、その多くが急傾斜地

崩壊危険区域に指定されているため、安全を優先した保全のあり方の検討が必要です。

主な施策 《1》気候変動等に適応する樹林地の保全 など 

⑦ 本市の魅力あるみどりに親しめる事業の推進  

猿島の自然環境や遺跡、歴史、伝説について案内する「横須賀エコツアー」など、本市の魅力

あるみどりに親しめる事業を推進します。

主な施策 《24》横須賀エコツアーの推進 など 

 

  

樹林地などのみどり

交流・ネットワーク

 自然環境

 活動

 防災

みどりの活用と情報発信

特徴的なみどり

←更新 《中間見直し（本書）P.39 推進施策(中間見直し後)の推進施策の見直しに 
合わせ、「主な施策」の施策名・施策番号を更新》 
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現行計画書からの主な時点更新箇所                                               

番号 更新内容 更新理由 

① 
名称変更：中央公園から平和中央公園に名称変更 

説明文更新：リニューアルに伴い、説明文を更新 
公園のリニューアル 

② 名称変更：走水水源地から走水水源地公園に名称変更 都市公園化 
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（３）浦賀・観音崎ゾーン

① まとまりあるみどりの保全  

県立観音崎公園の樹林地や、浦賀半島風致地区は、関係法令・基準の適切な運用により保全します。

東京湾沿岸ゾーンとあわせて県立観音崎公園及び周辺の浦賀半島風致地区のみどりを保全します。

主な施策 《10》風致地区制度の運用による良好な風致の維持と保全の推進 など 

② 地域の貴重な自然環境の保全・活用に向けた検討  

東京湾に面した県立観音崎公園、燈明堂跡など、地域の貴重な自然環境は、保全・活用に向けて、

必要に応じて検討します。

主な施策 《2》生物多様性の確保に向けた取組、《17》外来生物対策の推進 など 

③ 歴史的・文化的資産と一体的となったみどりの保全・活用  

浦賀は、三浦半島の中でも比較的早く発展した地域で、江戸時代には浦賀奉行が置かれ、日本

海軍の駆逐船建造で有名な浦賀ドック跡をはじめ、県立観音崎公園や千代ヶ崎砲台跡など歴史的

資産が多く残されています。これらの歴史的・文化的資産と一体となったみどりは、市内外の人々に

楽しんでもらえるよう保全・活用します。

主な施策 《12》保存樹木指定の検討、《15》指定文化財（天然記念物）の保全の継続 など 

④ みどりの拠点の充実及び適切な維持管理の推進  

浦賀周辺の浦賀ドック跡、愛宕山公園、燈明堂跡などの歴史的・文化的資産と一体となった

みどりがあります。また、破崎緑地、旗山崎公園、県立観音崎公園などのみどりの拠点があり、

これらの充実及び適切な維持管理を行い、さらに交流拠点としても活用します。

主な施策 《30》【港湾】港湾緑地などの維持・整備の推進 など 

⑤ 市民によるみどりの保全・活用に向けた取組の推進  

和田川では、地域ボランティアにより保全・再生活動が行われており、地域在来の生物が戻って

きています。また、県立観音崎公園では、公園案内ガイドや森の手入れなど様々なボランティア

活動が行われています。このような市民活動が継続・発展されるよう、取組を推進します。

主な施策 《46》自然環境活動団体の交流の促進と活動に関する情報発信の推進 など 

⑥ 安全を優先した斜面緑地の保全のあり方の検討  

浦賀湾を囲むように多く分布している斜面緑地は、自然的景観を生み出しており、保全が望まれて

います。しかし、その多くが急傾斜地崩壊危険区域に指定されているため、安全を優先した保全の

あり方の検討が必要です。

主な施策 《1》気候変動等に適応する樹林地の保全 など 

⑦ 本市の魅力あるみどりに親しめる事業の推進  

観音崎の自然環境や近代化遺産、地層、浦賀水道を行き来する世界の船について案内する「横須賀

エコツアー」など、本市の魅力あるみどりに親しめる事業を推進します。

主な施策 《24》横須賀エコツアーの推進 など 

 

樹林地などのみどり

交流・ネットワーク

 自然環境

 活動

 防災

みどりの活用と情報発信

特徴的なみどり

←更新 《中間見直し（本書）P.39 推進施策(中間見直し後)の推進施策の見直しに 
合わせ、「主な施策」の施策名・施策番号を更新》 
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現行計画書からの主な時点更新箇所                                               

番号 更新内容 更新理由 

① 説明文更新：走水低砲台の一般公開について説明文を追記 公園施設の新規整備 
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（４）平作川流域ゾーン

① 丘陵部の骨格となるみどりの保全  

公園墓地、大矢部弾庫跡地などのまとまったみどりや、衣笠・大楠山近郊緑地保全区域及び衣笠・

大楠山特別緑地保全地区、衣笠・大楠山風致地区は、関係法令や基準を適切に運用し保全します。

また、衣笠山公園などのみどりの拠点については、活用を進めるとともに、必要に応じてさらに

市民がみどりに親しめる場となるよう検討します。

主な施策 
《5》近郊緑地保全区域及び近郊緑地特別保全地区の土地利用制限等による保全の継続、 

《10》風致地区制度の運用による良好な風致の維持と保全の推進 など 

② 平作川流域の貴重な自然環境の保全・活用に向けた検討  

阿部倉周辺の上流部には豊かな自然が残されており、その他平作川流域には、ホタルなどの

水生生物が見られる場所や、自然海岸が残る河口付近などがあります。このような平作川流域の

貴重な自然環境は、保全・活用に向けて、必要に応じて検討します。

主な施策 《2》生物多様性の確保に向けた取組、《17》外来生物対策の推進 など 

③ みどりの拠点の充実及び適切な維持管理の推進  

全国有数の規模を誇るしょうぶ園、鎌倉幕府の礎を築いた三浦一族ゆかりの地である衣笠山公園、

人工芝サッカー場のある佐原 2 丁目公園、本市唯一の交通公園である根岸公園など、平作川流域には

全域的に様々な都市公園等があります。それぞれのみどりの機能や個性を活かせるよう、これらの

みどりの拠点の充実及び適切な維持管理を行い、交流拠点としても活用します。

主な施策 《38》継承の森における活動の推進 など 

④ 市民によるみどりの保全・活用に向けた取組の推進  

地域ボランティアにより、花壇づくりやサクラの再生及び歴史的資産と一体となったみどりの

保全・再生などが行われています。このような市民活動が継続・発展されるよう、取組を推進します。

主な施策 《46》自然環境活動団体の交流の促進と活動に関する情報発信の推進 など 

⑤ 安全を優先した斜面緑地の保全に向けたあり方の検討  

汐入町、坂本町、不入斗町、上町を中心として多く分布している斜面緑地は、自然的景観を

生み出しており、これらみどりの保全が望まれています。しかし、その多くが急傾斜地崩壊危険

区域に指定されているため、安全を優先した保全のあり方の検討が必要です。

主な施策 《1》気候変動等に適応する樹林地の保全 など 

⑥ みどりの保全に向けた県や隣接する市町との連携  

丘陵部のみどりは隣接する葉山町から連なって広がっています。これらを含む本市のみどりを

保全するため、県及び隣接市町との連携を図ります。

主な施策 《43》県及び近隣自治体との広域的な連携の推進 など 

  

樹林地などのみどり

交流・ネットワーク

 自然環境

 活動

 防災

 連携

←更新 《中間見直し（本書）P.39 推進施策(中間見直し後)の推進施策の見直しに 
合わせ、「主な施策」の施策名・施策番号を更新》 
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現行計画書からの主な時点更新箇所                                               

番号 更新内容 更新理由 

① 新規：はまゆう公園を追加 地域における位置付けの見直し 

② 説明文更新：野球場の記載を人工芝野球場に更新 公園設備の整備 

③ 名称変更：くりはまみんなの公園から久里浜１丁目公園に名称を変更 公園のリニューアル 

④ 新規：久里浜１丁目第２公園を追加 新たな公園の整備 

⑤ 説明文更新：マルタウグイの遡上の時期について記述を更新 記載内容の適正化 
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（５）武山・野比ゾーン

① 丘陵部の骨格となるみどりの保全  

くりはま花の国の樹林地や、武山近郊緑地保全区域及び武山近郊緑地特別保全地区、武山風致

地区は、関係法令や基準の適切な運用により、土地利用行為等の規制、当該地の適切な保全・活用

などを行います。

主な施策 

《1》気候変動等に適応する樹林地の保全、 

《5》近郊緑地保全区域及び近郊緑地特別保全地区の土地利用制限等による保全の継続、 

《10》風致地区制度の運用による良好な風致の維持と保全の推進 など 

② 地域の貴重な自然環境の保全・活用に向けた検討  

自然植生が残る武山不動尊周辺、三島社、モニタリングサイトとなっている野比周辺と光の丘

水辺公園、神奈川県生物多様性ホットスポットに選ばれている谷戸ノ田・かがみ田、武山の谷戸群

などがあります。これら地域の貴重な自然環境は、保全・活用に向けて、必要に応じて検討します。

主な施策 《2》生物多様性の確保に向けた取組、《17》外来生物対策の推進 など 

③ みどりの拠点の充実及び適切な維持管理の推進  

本市を代表する花とみどりの名所であるくりはま花の国、三浦半島で見られる貴重な生物の

保全・復元を目指した光の丘水辺公園など、これらのみどりの拠点の充実及び適切な維持管理を

行います。さらに、市内外の人々が多く訪れる武山や津久井浜観光農園などとともに、交流拠点

としても活用します。

主な施策 《38》継承の森における活動の推進 など 

④ 市民によるみどりの保全・活用に向けた取組の推進  

地域ボランティアにより、みどりの保全・再生などが行われています。このような市民活動が

継続・発展されるよう、取組を推進します。

主な施策 《44》産・学・官等の連携及び役割分担によるみどりの保全・創出等の推進 など 

⑤ 本市の魅力あるみどりに親しめる事業の推進  

野比周辺には、かつて生産や生活の場として利用されていた里山的環境や風景が残されています。

市民の憩い、環境教育、生態系保全など新しい価値観のもとで、野比かがみ田緑地での「里山的

環境の再生・活用事業」など、本市の魅力あるみどりに親しめる事業を推進します。

主な施策 《2》生物多様性の確保に向けた取組 など 

⑥ みどりの保全に向けた県や隣接する市町との連携  

隣接する三浦市へ連続する農地のみどりと金田湾側の自然海岸など、本市のみどりを保全する

ために県及び隣接市町との連携を図ります。

主な施策 《43》県及び近隣自治体との広域的な連携の推進 など 

 

 
 

 

  

樹林地などのみどり

交流・ネットワーク

 自然環境

 活動

 連携

みどりの活用と情報発信

←更新 

←更新 《中間見直し（本書）P.39 推進施策(中間見直し後)の推進施策の見直しに 
合わせ、「主な施策」の施策名・施策番号を更新》 

 

《花いっぱい運動の事業規模縮小に伴う記述の削除》 
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現行計画書からの主な時点更新箇所                                               

番号 更新内容 更新理由 

① 説明文更新：ツツジの本数についての記述を更新 時点修正 

② 説明文更新：大型遊具について記述を追記 公園設備の整備 

③ 名称変更：野比かがみ田谷戸を野比かがみ田緑地に変更 都市公園化 
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（６）長井ゾーン

① まとまりあるみどりの保全  

荒崎公園周辺の荒崎風致地区は、関係法令や基準の適切な運用により保全します。

主な施策 《10》風致地区制度の運用による良好な風致の維持と保全の推進 など 

② 地域の貴重な自然環境の保全・活用に向けた検討  

自然海岸が残されている長井港から長浜海岸、干潟のある小田和湾、神奈川県生物多様性ホット

スポットに選ばれている御幸浜と富浦公園などがあります。これら地域の貴重な自然環境は、保全・

活用に向け、必要に応じて検討します。

主な施策 《2》生物多様性の確保に向けた取組、《17》外来生物対策の推進 など 

③ みどりの拠点の充実及び適切な維持管理の推進  

農業体験型総合公園のソレイユの丘、三浦半島屈指の景観を楽しめる荒崎公園など、みどりの

拠点の充実及び適切な維持管理を行います。さらに、これらが交流拠点となるよう活用するとともに、

長浜海岸から富浦公園を巡る国土交通省「関東ふれあいの道」など、拠点をつなぐみどりの保全・

活用を行います。

主な施策 《33》公共施設の緑化及びみどりの育成に配慮した維持管理ガイドラインの適切な運用 など 

④ 市民によるみどりの保全・活用に向けた取組の推進  

農業用の水源としてだけでなく、地域の生物の生息場所にもなっている轡堰（くつわぜき）では、

市民ボランティアが活動しており、このような市民活動が継続・発展されるよう、取組を推進します。

主な施策 《46》自然環境活動団体の交流の促進と活動に関する情報発信の推進 など 

⑤ 本市の魅力あるみどりと親しめる事業を推進  

荒崎公園は、三方を海に囲まれ、荒波によって削られた荒磯や地層の様子が見られ、富士山や  

天城連山が望めるなど眺望も楽しむことができます。この場所を含む荒崎周辺（長井・荒崎地区）は、

平成 29 年度から、「横須賀エコツアー」の新規実施場所となりました。今後も、本市の魅力ある

みどりに親しめる事業を推進します。

主な施策 《24》横須賀エコツアーの推進 など 

⑥ みどりの保全に向けた県や隣接する市町との連携  

隣接する三浦市へ連続する農地のみどりと相模湾側の自然海岸など、本市のみどりを保全する

ために県及び隣接市町との連携を図ります。

主な施策 《43》県及び近隣自治体との広域的な連携の推進 など 

 

 

樹林地などのみどり

交流・ネットワーク

 自然環境

 活動

 連携

みどりの活用と情報発信

←一部更新 《荒崎周辺の横須賀エコツアーの開始に伴い記述を更新》 

 

←更新 《中間見直し（本書）P.39 推進施策(中間見直し後)の推進施策の見直しに 
合わせ、「主な施策」の施策名・施策番号を更新》 
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現行計画書からの主な時点更新箇所                                               

番号 更新内容 更新理由 

① 説明文更新：新たに整備した設備や機能の拡充について記述を更新 公園施設の整備、時点更新 

② 説明文更新：散歩道のルートの変更 時点修正 

③ 説明文更新：ハイキングコースについての記述を更新 ハイキングコースのルートの変更 
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（７）大楠山ゾーン

① 丘陵部の骨格となるみどりの保全・活用  

大楠山を中心とする衣笠・大楠山近郊緑地保全区域及び衣笠・大楠山近郊緑地特別保全地区、

衣笠・大楠山風致地区は、関係法令・基準の適切な運用により、保全します。また、大楠山などの

みどりの拠点については、活用を進めるとともに、必要に応じて市民がみどりにふれあい、

親しめる場となるよう検討します。

主な施策 

《5》近郊緑地保全区域及び近郊緑地特別保全地区の土地利用制限等による保全の継続、 

《6》「湘南国際村めぐりの森」及び「重点的に緑地の保全に配慮を加えるべき地区」に関する 

緑地の保全・再生等、《7》(仮称)三浦半島国営公園の誘致の推進、 

《10》風致地区制度の運用による良好な風致の維持と保全の推進 など 

② 地域の貴重な自然環境の保全・活用に向けた検討  

自然豊かな前田川や関根川、自然海岸が残る立石公園、かつて農業用ため池として利用されて

いた沢山池、芦名堰、神奈川県生物多様性ホットスポットに選定された峯山大池と棚田などが

あります。これら地域の貴重な自然環境は、保全・活用に向け、必要に応じて検討します。

主な施策 
《2》生物多様性の確保に向けた取組、《6》「湘南国際村めぐりの森」及び「重点的に緑地の 

保全に配慮を加えるべき地区」に関する緑地の保全・再生等、《17》外来生物対策の推進 など 

③ みどりの拠点の充実及び適切な維持管理の推進  

自然海岸や大楠山をはじめとした樹林地に訪れた市内外の人々が、安心してみどりに親しめる

よう、みどりの拠点の充実及び適切な維持管理を行います。さらに、これらが交流拠点となる

よう活用するとともに、大楠芦名口から長者ヶ崎を巡る国土交通省「関東ふれあいの道」など、

拠点をつなぐみどりの保全・活用を行います。

主な施策 
《6》「湘南国際村めぐりの森」及び「重点的に緑地の保全に配慮を加えるべき地区」に関する 

緑地の保全・再生等 など 

④ 市民によるみどりの保全・活用に向けた取組の推進  

複数の市民団体が、大楠山や相模湾沿いの海岸などのみどりの保全・活用に向けて活動して

います。このような市民活動が継続・発展されるよう、これらの取組を推進します。

主な施策 
《6》「湘南国際村めぐりの森」及び「重点的に緑地の保全に配慮を加えるべき地区」に関する 

緑地の保全・再生等 など 

⑤ 安全を優先したみどりの保全に向けた取組の推進  

前田川流域などでは既往調査において樹林地の荒廃が懸念されているため、水・土砂災害の

安全性を考慮した取組を推進します。

主な施策 《1》気候変動等に適応する樹林地の保全 など 

⑥ 本市の魅力あるみどりに親しめる事業の推進  

本市の魅力あるみどりに親しめるよう、大楠山と西海岸をあわせてエリアの魅力や見どころを

紹介する「横須賀エコツアー」や、長坂５丁目市民緑地・長坂里山モデル地区での「里山的環境

保全・活用事業」を推進します。また、（仮称）長坂緑地の活用についても検討します。

主な施策 
《2》生物多様性の確保に向けた取組、《4》新たな制度等の取組、 

《24》横須賀エコツアーの推進 など 

⑦ みどりの保全に向けた県や隣接する市町との連携  

隣接する葉山町へ連続する大楠山と自然海岸等、本市のみどりを保全するために県及び近隣

市町との連携を図ります。

主な施策 
《6》「湘南国際村めぐりの森」及び「重点的に緑地の保全に配慮を加えるべき地区」に関する 

緑地の保全・再生等 など 

 

樹林地などのみどり

交流・ネットワーク

 自然環境

 活動

 連携

みどりの活用と情報発信

 防災

←更新 《中間見直し（本書）P.39 推進施策(中間見直し後)の推進施策の見直しに 
合わせ、「主な施策」の施策名・施策番号を更新》 
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現行計画書からの主な時点更新箇所                                               

番号 更新内容 更新理由 

① 説明文更新：記述を現行の公園の状況に合うよう更新 時点更新 
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